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【目的】介護保険制度による介護の社会化の達成状況および課題、その背景要因について、分析し、介護の社会化の新たな方向性について検討することを目的とする。【方法】国内の文献、33編について文献レビューを行った。【結果】「介護サービスの整備」「介護の社会化意識」の向上および「家族の介護負担の軽減」の未達成が確認された。また、その要因としての介護保険制度による排除や、家族と介護の関係に関連した議論が整理された。一方で、生活、介護、家族の関係に関する認識の変化は、家族支援を接続点に他領域とのつながりによるシステムの再構築の土壌となっていることが明らかになった。【結論】介護保険制度による介護の社会化は、家族の介護負担軽減に課題を残しているが、今後、家族支援のシステム構築を手掛かりに、多様なケアのあり方を含めるという意味で介護の社会化が進行していくと考えられる。
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